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画像インポートだけのために生まれた、

新時代の高速インポーター。

他の施設からの画像ディスクは年々増えています。

《Preludio quattro》は増え続けるディスクに対応した高速インポーターです。

操作は患者さまの情報を選択してディスクをセットするだけ。

4枚までのディスクを同時に読めるため、作業時間を大幅に短縮できます。

またディスクを使わず、ネットワークで画像・検査結果・処方を送受信する

Firebirdにも対応しています。

シンプルな操作、高速な読み込み。

画像インポート・エクスポートのエキスパート、アレイだからできた、

これはまさに、新時代のインポーターです。

Firebirdにも対応！操作は簡単3ステップ！

PACSサーバーに送信するとき、送信する
必要のないシリーズや、シンスライスなどの
画像数が多いシリーズをあらかじめ送信
対象からはずせます。不要なデータは読み
込まないため処理時間を短縮できます。

step3 サーバーへ 送信step1
患者IDを入力し、インポートしたい患者さ
まを検索します。磁気カードリーダー、バー
コードリーダーなどの入力機器が利用でき
ます。もちろん手動で氏名や性別・生年月
日を入力することもできます。

患者さまの検索

＊

＊オプションです

「詳細モード」の利用で、より柔軟に。

適切なPDIディスクであれば、ほとんどの場合で標準の操作によるインポート
が可能です。
詳細モードでは、送信する検査・シリーズの選択や、患者情報の編集ができ
ますので、より柔軟に作業ができます。

ディスクだけでなくFirebirdからもデータがインポートできます。

ウィザード（標準）モード 詳細モード

USBメモリを使ってFirebirdを利用する

施設内システムを施設外のネットワークに接続できない場合は、
USBメモリを使います。
FirebirdゲートウェイでダウンロードしたデータをUSBメモリに書
き込みます。
そしてPreludio quattroでUSBメモリからデータを読み取って
インポートします。
Preludio quattroでは患者さまを選択したあと、USBメモリを
セット（順序は逆でもかまいません）。USBメモリに入っている
データ一覧が表示されますので、そのなかからインポートしたい
データを選択するとデータを読み込みます。
USBメモリから読み込んだデータはディスクの場合と同様に、
患者情報を適合化してPACSサーバーなどに送信します。
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オンラインでFirebirdを利用する

施設内システムをファイアウォールなどを介して施設外のネット
ワークに接続できる場合は、Preludio quattroで直接データを
ダウンロード・インポートできます。
Firebirdゲートウェイでダウンロードしたデータはディスクの場合
と同様に、患者情報を適合化してPACSサーバーなどに送信し
ます。
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PDIディスクはもちろん、PDI非準拠のディ
スクやDICOM以外の形式の画像ファイル
が入ったディスクでも自動判別して読み込
めます。USBメモリやFirebirdからのイン
ポートにも対応しています。

step2 画像データの読込
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Firebird ゲートウェイ


